
688　園田文書

表題 年 月 日 作成者（差出人） 宛名 註記 形態 数量 備考

1 金銀銭貸附元帳 文化14丁丑 正月 吉祥日 万竹堂 「当時出入」「吉木村八兵衛」ほかの細目
あり

長帳 1

2 金銭貸附帳 〔近世〕 1 吉祥日 万竹堂 「屋敷内ふ屋喜右衛門」（下作）、「万福屋
伊平次」などへの貸付と明治期第六十一
国立銀行などからの借入記

長帳 1 表紙に「五」の貼り紙
あり。近世～明治38
年

3 金銀銭出入帳 明治3庚午 正月 吉祥日 万竹堂 年末差引銀113匁余り過 長帳 1
4 金銀銭出入帳 明治4辛未 正月 吉祥日 万竹堂 年末差引銀4匁余り過 長帳 1
5 持抱地方諸税払 明治10丑 1 吉祥日 万竹堂 東久留米、野口村、大石村、藤山村、一

条村、田主丸村、市街宅地租（日吉町、庄
嶋町など）

長帳 1 表紙に「八」の貼り紙
あり

6 常磐村行徳分金銭貸附帳 明治15 10 吉祥日 万竹堂（園田助夫（内表紙)) 行徳氏金銭出納・貸附金の書上 長帳 1
7 金銀銭出入帳 明治19丙戌 1 吉祥日 万竹堂 明治19年末差引金195円余り過、同20年

末差引金5円余り過
長帳 1 明治19～20年

8 金銭出入勘定帳 明治19戌 1 吉祥日 年末現有金226円余り繰越 長帳 1 後表紙欠
9 金銭出入勘定帳 明治20亥 1 吉祥日 万竹堂 年末現有金173円余り繰越 長帳 1
10 金銀銭出入帳 明治21戌子 1 吉祥日 万竹堂 明治21年末差引金73円余り繰越、同22年

同金363円余り繰越、同23年未決算
長帳 1 明治21～23年

11 金銭出入勘定帳 明治22丑 1 吉祥日 万竹堂 明治22年末現有金180円余り 長帳 1
12 金銭出入勘定帳 明治24卯 1 吉祥日 万竹堂 年末差引残金185円余り 長帳 1
13 金銀銭出入勘定帳 明治24辛卯 1 吉祥日 万竹堂 前年繰越金64円余り。貸金、小遣いなど

記
長帳 1 同年5月23日まで

14 金銭出入勘定帳 明治25辰 1 吉祥日 万竹堂 年末差引残金229円余り 長帳 1
15 金銭出入勘定帳 明治29申 1 吉祥日 万竹堂 年末現有金23円余り 長帳 1
16 金銭出入勘定帳 明治32亥 1 吉祥日 万竹堂 年末現有金91円余り 長帳 1
17 金銭出入勘定帳 明治36卯 1 吉祥日 万竹堂 年末現有金50円余り 長帳 1 表紙に「弐」の貼り紙

あり
18 〔記〕 〔近代〕 明治26～37年度勘定記および明治38年

家政整理につき講引き譲り記（明治
39.10.21）

長綴 1 明治26～39年。表紙
に「拾弐」の貼り紙あ
り

19 〔記〕 〔文久3ヵ〕 万竹堂 米・大豆など穀物出入帳 長帳 1 文久3ヵ～明治42年。
表紙の帳簿名記載箇
所、欠失

20 〔記〕 松岡氏より借用書籍ほか書上 長綴 1
21 〔覚〕 〔近代〕 5 16 大工　吉田忠平 上 庄島町稽古場工事入用見積もり。計83円

余り
長綴 1

22 〔達〕 〔近世〕寅 8 晦日 御勝手方連々差し支えにつき来卯年より
三ヶ年家中一統半知借上のこと

長綴 1

23 〔園田助太夫葬式一件書綴〕 〔文化三ヵ〕 5代助太夫興始（文化3年5月27日没）の葬
式一件

長綴 1

24 元帳面勘定之覚 明治5壬申 正 6 貸付金計2890両余り勘定 長綴 1
25 土産物覚 　 上扇子・中扇子・浅草のりほか土産物の人

別書上
小横綴 1

26 元帳面勘定之覚 明治4辛未 正 2 貸付金計6098両余り勘定 長綴 1
27 〔覚〕 城内・京隈・櫛原・十軒屋敷・庄嶋の家臣・

寺名書上
長綴 1

28 〔弔詞〕 臣　村上量弘 有馬頼永（弘化3年7月3日没）への弔詞 紙 1 6枚1点
29 家譜 〔近代〕 初代園田藤左衛門～9代直興（明治38年4

月17日卒）まで
竪帳 1

30 在北清日本商況ニ就キ所感ヲ記 明治34 9 初旬
〔2〕

（在清）芝罘（港　中根洋行）
早崎新

東京にて稿。海外事業の繁栄、外交の隆
運を説く

紙 1 竪帳。後欠か

31 覚（控） 〔宝暦12午〕 〔7〕 〔9〕 （産山徳能坊） 薗田又左衛門興栄他5名の生年月日覚 切紙 1
32 小児のけふふうましない 天明6午 8 21伝授 驚風（小児脳膜炎など）の呪い伝授書付 継紙 1

史料番号
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33 1 縫殿書状 〔寛政5丑〕 9 24 縫殿 養峰 御便があらば遣わし下さるべく 継紙 1 33-1～2は包紙一
括。包紙上書「寛政
五丑年養峰和尚へ参
り候状候也」

33 2 縫殿書状 〔丑〕
（寛政5）

9 18 縫殿 養峰 御用相欠き残念のこと 継紙 1 包紙あり。包紙上書
「養峰和尚へ城内ヨリ
之返簡也　丑九月」

34 〔書状（写）〕 天明3 12 有馬中務大輔病気につき死後跡式・病状
など幕府宛書状4点書上（1点；有馬中務
大輔、3点；同家来の差出）

継紙 1 11/23～12/5まで

35 1 芍薬附 戌 4 7改 端裏書「京隈」、陸奥等45種 切紙 1 35-1～-6はこより一
括

35 2 芍薬目録 坂東等20種 継紙 1
35 3 酉年花形付 芍薬　紅葉川ほか11種 折紙 1
35 4 〔酉年芍薬目録〕 酉 端裏書「酉年　市ﾉ上」、鵜白等38種 継紙 1
35 5 〔戌年芍薬目録〕 戌 桂川等13種 折紙 1 次兵衛→助太夫の書

状包紙を料紙とする

35 6 〔芍薬目録〕 梅ヶ枝等6種 折紙 1
36 1 覚 〔近世〕 7 7 法泉寺納所 園田　御使 明8日童女初七日につき寺納品受取状 切紙 1 36-1～-3はこより一
36 2 覚 〔近世〕 7 3 法泉寺納所 園田助太夫　御使 回向料青銅2貫文他の受納 切紙 1
36 3 覚 〔近世〕 7 3 入□屋　清七 御使 焼豆腐20切ほか食料品代計3匁余りのう

ち、3匁受取
継紙 1

37 1 拝借証文之事 文久2戌 9 竹野郡田主丸町拝借主　伴
助、同郡同町受人　久平、受
人　行徳喜右衛門

園田又左衛門　御取次 拠なき入用のため正金1両2歩の借用。月
利息未記入

切紙 1 包紙あり。37-1～2は
こより一括

37 2 添手形之事 文久2戌 11 竹野郡田主丸町借主　伴助、
同郡同町受人　久平、行徳喜
右衛門

園田又左衛門　御取次 拠なき入用のため金2歩の借用 切紙 1 包紙あり

38 〔書状〕 10 4 奥村新造 園田助夫 当月分米１俵代につき相談のこと 継紙 1
39 〔覚〕 〔文化元子〕 〔5〕 〔7〕 玄琳などの身上につき、八尋養伯より聞き

取り書付
継紙 1

40 乍恐奉願口上之覚（控） 享保3戌 正月 竹野郡石垣山　観音寺良乗 岡村七郎右衛門、村上四郎
右衛門

石垣山観音堂本堂、護摩堂門等修覆のた
め観音開帳并に見世物芝居御赦免の願。
石垣村庄屋六郎右衛門ほか3名の奥書あ
り

継紙 1

41 月牌営建之証文 安永9庚子 7 6 高野山南谷発光院　法院円
融

施主　園田助太夫 安永8年10月朔日没の槿露童子の月牌糧
領受取證文

切紙 1 包紙あり

42 〔願状〕 〔文化9〕 6 18 左脇内　松崎宗吾 嘉助 左脇家来園田又左衛門死去につき、今晩
葬送のため無常御門など仰せ渡されたく

継紙 1 同日付、左脇役人→
嘉助の御門送り人数
届の裏書あり

43 御預り申上候金子証文之事 慶応3卯 12 通町十丁目借主　亀吉、同元
七丁目受人　茂吉

園田又左衛門　御内 渡世方差支のため当12月ﾖﾘ来辰3月20日
限りで正金2両2歩の借用。利息未記入

継紙 1 包紙あり

44 1 目録 － － 頭盔、頬当ほか武具目録 切紙 1 44-1～-5はこより一
括

44 2 端午 和歌。「いつのよに…」 切紙 1
44 3 〔和歌〕 辛酉 初夏 中旬 「山深き…」1首 継紙 1
44 4 覚 申 8 21 西福童屋店 木綿単羽織、小紋絹単羽織など着数・名

前書上
継紙 1

44 5 〔和歌〕 「戌　歳旦」、「除夕」の2首 切紙 1
45 被直　御額候覚 　 正月 22 額直し式次第 紙 1 中欠
46 〔書状〕 9 3 母 助夫　まゐる内用 おたけ殿お世話につき 切紙 1 包紙あり
47 御達申上覚 〔近世〕戌 11 25 園田胄太夫 園田胄太夫方表口への捨子吟味のこと 継紙 1 包紙あり
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48 於御黒書院御譜代衆江　御置之事（写） 〔近世〕丑 9 26 参勤従者数、領内仕置など計9か条 継紙 1
49 〔墓所図〕 冨山與栄居士ほか墓所図 継紙 1 こよりあり。正月15日、

三松亮右衛門家敬→
園田又左衛門、年始
祝詞礼状を料紙とす
る

50 〔達（写）〕 天明4甲辰 2 御卯 藩主代替りの達書（公義御法度の條々猶
更厳に相守るべきこと他）

継紙 1

51 目録 縮緬他6品 竪紙 1
52 永代譲渡申畠之事 安永8亥 7 通町九丁目譲主　新右衛門、

同受人　松次郎
石原九右衛門様名代　木屋
善蔵

今市原の畑1反余り（高1石余り）を六二銭
569匁にて永代譲渡。東久留米庄屋孫右
衛門奥書あり

継紙 1 包紙あり

53 覚 明治5申 12 24 下西鯵坂村中売　利助 東久留米　園田円斉 米50俵の代銀札3貫550目のうち1貫53匁5
分の受取

切紙 1 包紙あり

54 覚 〔近世〕亥 8 22 ニ条屋　次右衛門 海田吉右衛門 差引算用。残金六二銭73匁余り 継紙 1
55 〔書状〕 7 6 発光院　円融(花押） 園田助大夫 御男子直次郎殿死去につき、月牌御建立

などの上、支証差進せること、ほか
折紙 1

56 〔願文（案）〕 享和3癸亥 2 17 願主七十三歳男 「諸願成就」 切紙 1
57 〔記〕 「おもて」、むかうの刀等10本。「ちうだん」、

つきどめ等14本書上
継紙 1

58 1 〔書状〕 〔近世〕 9 26 園田助太夫 家来中上米の義は此節見合わせのとこ
ろ、その方へ当来年の10俵高上米申付の
こと

継紙 1 包紙あり。58-1～-2
は包紙・こより一括

58 2 〔書状〕 〔近世〕 9 26 (園田助太夫） 宮原半左衛門他1名への一人扶持支給ほ
か家中操合のこと

継紙 1

59 〔命名書〕 「恵吉」 切紙 1
60 〔記〕 押巻するめ他献立 紙 1 前欠
61 永代譲渡地方添手形之覚 嘉永3戌 10 御井郡野中村庄屋　丈吉 松崎八右衛門、園田又左衛

門
山本郡放光寺村紋吉入牢につき、同人持
地6町余りを275両にて御屋鋪様より買取り
正源寺へ御寄附のこと。五郎丸大庄屋奥
印あり

継紙 1

62 〔記〕 銚子・押巻するめほか献立 紙 1 前欠
63 覚 大廻り箱入組覚、卓・花活・花台他 継紙 1
64 諸願書充所之事 〔近世〕 馬乗中・中小性中ほか宛 切紙 1
65 覚 〔近世〕 7 柳屋和助(印・「久留米□田・

柳和」）
二宮兵作 八尋木綿、筆、棺一式代等合計66匁余り

受取
継紙 1

66 辰之水書付 亥正月2日ほかの塩水濯行事につき 切紙 1
67 覚 〔安永2〕 12 〔24〕 年頭御目見ほか永々私家柄として仰せ付

けられたく
継紙 1

68 〔証文〕 11 18 田中成勝 引当証文受取につき 継紙 1
69 預り金手形之事 安政5午 12 借主櫛原村 仁右衛門、受人

同村 源七
園田又左衛門 渡世方差支えのため当午12月～来未正

月まで1歩5厘宛の利息で金子1両の借用
継紙 1 包紙あり

70 〔覚〕 〔宝暦12〕午 8 10 宝暦12年8月10日、川野甚右衛門の百回
忌執行につき

継紙 1

71 園田家別家定書之事 明治7甲戌 1 16 園田円斉 別家基建の備えとして徳川2歩判金2千
両、田畑4町余り（東野中村分、甚兵衛譲
高）書上

継紙 1 包紙あり

72 拝借金子証文之事 安政4巳 11 大隈村借主 久右衛門、同村
請人 喜平、右同 次右衛門

園田又左衛門 正金3両借用。当巳11月～来午5月20日、
月利1.5歩宛

切紙 1 包紙あり

73 1 覚 〔近世〕 12 27 源兵衛 助太夫 80目の利銭14匁4分受取の願 切紙 1 73-1～-4はこより一
括

73 2 覚 亥 6 当盆前～来々丑盆前まで計5度、計4貫
500文の返済願

継紙 1
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73 3 〔書状〕 正月 3 源兵衛 助太夫 去冬返済すべき処、殊の外差支えにつき
利分計り支払のこと

継紙 1

73 4 覚 〔近世〕 元銭4貫960文の残金返済割の覚 継紙 1
74 〔目録〕 御帯地、鯣、昆布、塩鯛、御樽 竪紙 1
75 麻疹 又左衛門、恵吉ほかの痳瘡経過記録 切紙 1
76 阿魏円 調合材料・分量の覚 切紙 1
77 〔書状〕 よし・つゆ おてい 預り手形返還につき、地券、金貸付書返

付の願
切紙 1

78 月のから名 正月～12月の唐名（青陽・端月他）覚 折紙 1
79 本国ノ播磨村上源氏赤松 花園賜紫沙門岱堂焼香 有馬則頼（慶応7年7月28日没）～同頼旨

（宝永3年4月初8日没）の歴代藩主没年月
日及び法名覚

切紙 1

80 〔書状〕 8 24 平右衛門 助太夫 御入用酒の事承知につき 継紙 1
81 〔覚〕 享和元酉 6 （五郎丸組　市上村）同村庄

屋　善七
市上村に居住の家臣書上（左脇様御家来
園田又左衛門、同助太夫）

継紙 1

82 〔覚〕 河野四郎兵衛（永禄11年8月14日筑前韋
（ﾏﾏ）屋合戦に討死）の略記

切紙 1

83 口上之覚 11 25 園田胄太夫 去る22日夜、当屋敷表への捨子につき、
東久留米庄屋を通じて届出のこと

継紙 1

84 〔書状〕 8 20 養伯 助太夫 御容躰書拝見につき 切紙 1
85 起請文前書之事 〔近世〕 家長役誓詞 紙 1 後欠
86 1 拝借仕金子証文之事 安政6未 正月 大隈村借主　久右衛門、同所

請人　伊右衛門
園田又左衛門 当未正月～同5月20日限りに月利1.5歩宛

正金3歩の借用
竪紙 1 包紙あり

86 2 御受合申上候金子之事 文久元酉 9 拝借主　山久右衛門、受人
大隈村　喜平、受人　山伊右
衛門、受人　住吉村嘉助

園田又左衛門 大隈村久右衛門拝借正金6両、皆納でき
ずにつき

継紙 1 包紙あり

87 〔書状〕 8 15 外記 園田助太夫 民部御勝手向につき伺い。我等知行職御
免のため所務高減少につき

継紙 1 包紙あり

88 〔覚〕 天明4辰 2 16 家中・寺社の札渡高取極覚 継紙 1
89 覚 家長中・馬乗中・中小性中・歩行台所役人

中間の宛名書き覚え
継紙 1 こより1点あり

90 〔記〕 「メテタキカヘコトハ」 切紙 1
91 覚 〔近世〕 銭120目の差引算用（竹松八兵衛他への

取替金算用）
継紙 1

92 〔書状〕 今日何よりの品々御恵贈に対する礼状 切紙 1
93 覚 享和3戌 正月 竹野郡石垣山　観音寺 石垣山観音寺由緒并本門・護摩堂大破の

こと
継紙 1

94 〔書状〕 〔近世〕 11 3 友永雄次 宮田用蔵 ヲロシヤ船着津に付　全体の模様書上 継紙 1
95 〔書状〕 〔近世〕 11 13 外記 園田助太夫 差閊え多く渡し方差支えにつき 継紙 1 包紙あり。包紙上書

「十二月十三日達」

96 1 〔書状〕 〔近世〕 10 9 三郎兵衛 助太夫 御願の通に御寺替済みにつき 切紙 1 №96-1～-4はこより
一括

96 2 〔書状〕 〔近世〕 10 9 宮崎藤右衛門 園田助太夫 御願の通に御寺替も今日済みにつき知ら
せ

切紙 1

96 3 〔書状〕 〔近世〕 10 13 法泉寺 宮崎藤右衛門 徳雲寺への送り手形を進呈するので同寺
へ御達しの願

継紙 1

96 4 〔書状〕 〔近世〕 10 15 三郎兵衛 助太夫 法泉寺よりの送り手形、落手願 継紙 1
97 〔覚〕 〔近世〕 元禄5年正月元日～明和4年正月元日ま

での日食記録か
切紙 1

98 〔覚〕 秋田家よりの献上品「蕗の台」の意匠につ 継紙 1
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99 拝借仕証札之事 文久3亥 9 18 拝借主川合村　孫兵衛、　受
人同人忰　宇兵衛

園田又左衛門 焰硝製造方差支えに付月々上焔硝1斥宛
の利息で当12月20日限りに金3両の借用、
安永喜作の奥書あり

竪紙 1 包紙あり

100 覚 〔近世〕 8 8 大塩鯛、するめほかの代銀計26匁余り書
上（柳川で購入）

切紙 1

101 覚 〔近世〕 3 御郡中惣出米凡60万俵算用の覚 継紙 1
102 〔達〕 〔近世〕申 12 6 園田胄太夫 近年眼病などで奉公困難により、有馬播

摩殿家来奥村親左衛門四男弁蔵の養子
願につき、許可のこと

継紙 1 包紙あり

103 〔達〕 〔寛政2〕戌 8 25 園田助太夫 勝手方他借の返済困難につき、倹約のた
め勝手方引切裁判申付

継紙 1

104 〔覚〕 〔近世〕 文化元年5月19日、通町にて永延村の者
日傘穴破り一件の荒増書上

切紙 1

105 申上覚 〔安政4〕巳 12 28 東久留米庄屋　六兵衛、同村
横目　佐平

（吉田弥兵衛） 東久留米利三郎方への捨子につき、利三
郎増人願出により。五郎丸大庄屋の奥書
あり

継紙 1

106 〔達〕 〔寛政10〕 12 今般日光御手伝済みにつき公儀より拝領
の小袖、在・町の役人・御用聞へ拝見の達

継紙 1

107 覚 〔近世〕亥 8 22 永平や　佐兵衛 海田吉右衛門 本緋縮面2丈余りの代銀143匁余り受取 切紙 1
108 〔記〕 亥 7 7 穢多　善作 亥年竹皮、白猪の代銀算用。残額355文

ほか
継紙 1

109 〔記〕 日本茶の由来 切紙 1
110 〔記〕 正月5～8日の酒、とうふなど代銭書上 紙 1 前後欠
111 〔書状〕 御樽料返却の事 切紙 1
112 〔記〕 真心影流、一刀流など剣術師書上 切紙 1
113 漸之巽之帰応 10 18 筑後柳川家中　懐春堂 14歳の養子を貰い受けにつき吉凶占い 切紙 1
114 円光大師御伝記 俗名園田太郎成家（上野国御家人、宝治

2年9月16日卒、75才）の略伝記
継紙 1

115 物目録 8 夏祭り 継紙 1
116 覚 〔近世〕 9 22 中嶋屋清助 3寸代200文書上 切紙 1
117 〔覚〕 〔天明8申〕 〔2〕 〔17〕 古　豊前殿家長馬乗衆書上（園田平左衛

門ほか19名）
継紙 1 添書1点あり（「此名付

天明八申年二月十七
日片岡平助殿へ遣
候」とあり）

118 1 覚 亥 7 28 園田又左衛門実弟、実甥の跡ほか身上書
上

継紙 1

118 2 覚 伴右ェ門の兄弟ほかと幸右衛門兄弟の書
上

継紙 1

118 3 覚 樽肴、七九寸ほか品物と人名書上 継紙 1
118 4 〔系図〕 甲条村伴右衛門家系略 切紙 1
118 5 〔系図〕 倉留久助家系図 継紙 1
118 6 覚 其元へ罷り越す人数ほか書上 切紙 1
119 〔系図〕 〔宝暦13〕未 平兵衛家系図 紙 1 後欠
120 〔記〕 〔天明3〕 有馬中務大輔（頼徸）病気養生から死去ま

での届出記録
継紙 1 11/21～12/7。こより

あり
121 〔覚〕 〔近世〕 とうふなど7月2日、3日の買物品覚 折紙 1
122 口上 卯 5 助太夫 平左衛門 間渡し竹を切るにつき取り寄せ願 切紙 1
123 御誕生日 〔近世〕 殿様（延享3年5月2日）若殿様他 継紙 1
124 口上覚（案） 〔寛政2〕 9 宮崎 侲園田又左衛門の儀、眼病のため勤仕御

赦免願
継紙 1

125 〔覚〕 古　豊前様乙名馬乗名付。園田平左衛門
ほか17名

継紙 1 関連129
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表題 年 月 日 作成者（差出人） 宛名 註記 形態 数量 備考史料番号

126 清原姓諸流系図 舎人親王五世孫正高系図。正高孫の道次
から薗田出る

切紙 1

127 〔書状〕 7 5 当月中に金15両御取替渡しの願 継紙 1
128 文化二乙丑暦 切紙 1 刷物
129 〔書状〕 〔近世〕 11 24 吉河十太夫 園田助太夫 お尋ねの豊前様馬乗名付を遣わすこと 継紙 1 関連№125
130 〔覚〕 商符号（ナヲサカヘエマスミセ） 切紙 1
131 〔記〕 唐草、右袖唐草ほか枚数書上 切紙 1
132 〔書状〕 10 19 行徳元穆 園田円斎 父が生前に依頼した動産・不動産の返却

願
切紙 1 包紙あり

133 〔書状〕 〔近代〕 6 17 行徳勤一 園田助夫 本月23日森氏当地出立の報知や相談の
ため御立寄願

罫紙 1

134 〔書状〕 〔近代〕 12 2 行徳勤一 園田助夫 愚兄開業につき礼ほか 切紙 1 2枚1点。包紙あり
135 〔書状〕 8 29 徳太郎 御両親 武者修業の日記、結婚の事など 継紙 1
136 〔記〕 〔近代〕 当地祖先墳墓の地にて別戸置につき 切紙 1
137 口上 23 この節、地方全く売払いとのことにつき 継紙 1
138 講証文 享保20卯 9 発起　赤松十郎左衛門印、奥

村源左衛門ほか14名
当卯暮発起の講（銀1500目）連判状 継紙 1

139 〔誓詞〕 （印・「五楽園事務所之印」） 湧泉禅師顕彰ほかのため酒、獣内、鳥肉
の断食

切紙 1

140 広川村野田善五郎地方見分覚 卯 5 21 野添、落口、廻原の見分 切紙 1
141 〔書状〕 〔近代〕 5 22 行徳隣 園田助夫 本月10日前後に帰郷予定の処、期限切れ

もしくは期限間近の負債返済につき
継紙 1

142 借用証 明治17 6 28 行徳朋太 園田助夫 金8円 切紙 1
143 〔書状〕 〔近代〕 4 3 行徳鄰 園田賢台 下宿決定の顛末、書籍購求のため至急

200円程郵送の願
継紙 1

144 〔書状〕 〔近代〕 10 22 てい えんさゐ 支払につき裁判所への相談を検討の事 継紙 1
145 〔書状〕 〔近代〕 7 21 鷲尾隆聚 園田円斎、郡正次郎、下村求

馬
自今御地取締りかつ教授方一切依託の願
（永続社）

継紙 1

146 〔書状〕 〔明治17〕 6 28 行徳朋太 園田助夫 過日来歎願の金8円受取につき別紙証書
提出の事

継紙 1 別紙証書は№142

147 記 〔近代〕 竹野郡野田村ほか5ｶ村の田畑、林藪計9
町余り書上

継紙 1

148 〔書状〕 22 11 24 行徳朋太 園田助夫 数十年にわたる借金償却のため御地へ開
業につき金借願

継紙 1

149 〔願状〕 明治14 依頼主　行徳よし・証人　行徳
勤一

園田円斎、行徳おつゆ、園田
おてい

朋太卒業に際し譲渡の物品預けるにつき 継紙 1

150 預り手形之事 明治2巳 7 奥村新左衛門 金15両借用 切紙 1 包紙あり
151 記 〔明治13

年ヵ〕辰
9 30 貸付金書抜（合計1,441円） 継紙 1

152 〔記〕 〔近代〕 貸付金算用 紙 1 前欠
153 〔書状〕 〔近代〕 5 28 行徳隣 園田助夫 電信為替にて金300円拝借、三松姉罹病

につき当地出発延引のこと
継紙 1

154 定約証（案） 〔近代〕 今般常磐村行徳家葛藤につき5ヶ条 継紙 1
155 〔定約証〕 〔近代〕 行徳家葛藤の事件につき 継紙 1
156 地所書入之儀ニ付奥書御見合願 明治14 5 昨年行徳温菴長男元穆相続のところ、地

所抵当をもって金策企図につき
継紙 1

157 約定証書（案） 〔近代〕 ―（7名分） 行徳家総理代人　長野業通 今般行徳元穆より御相談の常磐村行徳家
総代理人誓約につき

継紙 1 状2点同折

158 約定証書（案） 〔近代〕 総理代人　長野業通印 行徳温菴殿跡御家族、御親
類

今般行徳元穆殿の示談により常磐村行徳
家総理代人誓約受任につき

継紙 1

159 約定証書控（案） 〔近代〕 総理代人　―　印 行徳温菴殿跡御家族、御親
類

今般行徳元穆殿の示談により常磐村行徳
総理代人誓約受任につき

切紙 1 2枚1点
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160 〔願状〕 〔近代〕 9 今般全家東京府下へ転籍との戸主元穆の
申し出を断るにつき

継紙 1

161 〔願状（案）〕 〔近代〕 9 3 代理　永野業道 今般全家東京府下へ転籍との戸主元穆の
申し出を断るにつき

継紙 1

162 約定証書（案） 〔近代〕 ―（4名分） 行徳朋太 行徳医家再興のため 継紙 1
163 〔覚〕 〔近代〕 行徳医家再興のため朋太医業支援の事 罫紙 1
164 〔書状〕 18 1 8 松崎浪四郎 園田円斎 永続社の維持存続につき 継紙 1 園田徳太郎『剣士松

崎浪四郎伝』（昭和
32、久留米図書館）
168～169頁

165 〔書状〕 2 28 松崎浪四郎 園田円斎 今夕出場予定のところお断り。柴江よりの1
封同封の事

継紙 1

166 〔書状〕 〔明治17〕 5 15 松崎浪四郎 園田円斎、仝助夫 去る10日毛利家高輪邸での槍剣会の様子
ほか

継紙 1 園田徳太郎『剣士松
崎浪四郎伝』（昭和
32、久留米図書館）
163～164頁

167 〔書状〕 〔近代〕 5 30 松崎浪四郎 園　円斎 永続社幹事依頼につき 継紙 1
168 〔書状〕 同日 浪四郎 助夫 別啓。仕立講2番会の落札者伺い、ほか 切紙 1
169 〔漢詩〕 安守真 園子 「園子久為覇旅客…」七言絶句 継紙 1
170 〔漢詩〕 宮井元□「載書随水類移家…」七言律

詩、他一首
切紙 1

171 〔漢詩〕 樅陰 「遊花傍柊不憂貧…」七言絶句 切紙 1
172 〔漢詞〕 「人日高堂会…」 継紙 1
173 〔漢詩〕 渕龍 「南薫吹起雨餘天…」七言律詩 竪紙 1
174 〔漢詩〕 息焉 「遊仙」七言律詩、「四十七士墓」七言絶

句ほか
継紙 1

175 〔漢詩〕 井収 「冒平二百年…」五言絶句 継紙 1
176 奉送　園君子発遊南肥 古賀允 「十載遨遊翰墨場…」七言律詩 竪紙 1
177 奉送　園君子発遊南肥 羽三 「昨夜霜飛楓樹紅…」七言律詩 竪紙 1
178 冬日書懐客贈津園二兄 樺公礼 「霜々疎雪灑城陰…」七言律詩 切紙 1
179 〔漢詩〕 榎孟明 未府諸君持帰分韻得朝字、七言律詩 切紙 1
180 送　園梯二君之北竺謁亀南溟 津懋 「延津東指是飛龍…」七言絶句 切紙 1
181 〔漢詩〕 樺公礼 「懸崖高秀老喬松…」七言律詩 切紙 1
182 送　園田君又左衛門之江府 山田謙吾 「書翰到来告別離…」七言律詩 切紙 1
183 〔漢詩〕 9 13 北都 「慥作新亭侍宴辰…」七言絶句 継紙 1
184 〔漢詩〕 重慎 「将行若松浦…」五言絶句 切紙 1 園田徳太郎『剣士松

崎浪四郎伝』（昭和
32、久留米図書館）
117頁

185 送　園田君帰郷 道端 「河梁匹馬筆…」七言絶句 切紙 1
186 □竹 園思成（印・「園広之印」） 「等出淇園竹…」五言律詩。掛字 切紙 1
187 送　園藤二君遊肥 故人安宗園 「園藤二子臨別離…」漢詩 切紙 1
188 奉送　法眼永錫君之信中 園広（印・「園広」） 「聞説信中奇勝多…」、七言絶句。掛字 切紙 1
189 南浦漫草序 （井上詮） 「夫男子生而…」 紙 1 後欠
190 書状（案） 正月各種書状の雛形 紙 1 中欠。6点一括
191 ゆかりの月 地歌の一つ。鶴山勾当作曲 継紙 1
192 〔和歌〕 子 「子　歳旦」「年替」「霞」の三首 切紙 1
193 〔和歌〕 未のとし 飾靏 「後に来た…」他2首。初春句 切紙 1
194 園田徳太郎兄に呈す 昭和21 10 11 横岳にて　通達（花押） 「大方の故人は…」 継紙 1
195 〔和歌〕 戌のとし 飾靏 「はつ空や…」他2首。初春句 切紙 1
196 〔和歌〕 戌 9 19 東久留米8丁目辺で詠句。「靏のまう…」 切紙 1
197 〔和歌〕 天保2卯 春 無得贋居士 89才無得斎「しら梅や…」他7首 切紙 1
198 〔和歌〕 申のとし 東靏 「しつかさに…」他2首。初春句 切紙 1

7



688　園田文書

表題 年 月 日 作成者（差出人） 宛名 註記 形態 数量 備考史料番号

199 〔和歌〕 時休斎 「かりとらは…」他3首 切紙 1
200 〔和歌〕 さるとし 山公 「ふところて…」他2首。初春句 切紙 1
201 〔和歌〕 申のとし 飾靏 「蓬莱と…」他2首 切紙 1
202 〔和歌〕 通達（花押） 「山住の…」 短冊 1
203 〔和歌〕 申 春 （「久留米原三刈屋八平橋」） 女松代「縁紅の…」他6首。初春句 切紙 1 版物
204 年のはしめ 丁未 春 （「久留米原三刈屋八平橋」） 松代女「地に下りる…」他6首。初春句 切紙 1 版物、帯封あり
205 〔和歌〕 戌 春 （「東久留米中沢摺」） 「さはやかな…」他3首。初春句（「しめのう

ち」）
切紙 1 版物、帯封あり

206 〔和歌〕 戌申のとし 木屑「蓬莱や…」他3首。初春句 切紙 1 版物
207 耳順の春を迎へて 辰のとし 関芸（「久留米原三刈屋八平

橋」）
「遅・た…」他3首。初春句 切紙 1 版物

208 〔和歌〕 申とし 紫広「出て見れハ…」他3首。初春句 切紙 1 版物
209 〔和歌〕 未のとし 似方 「心なき…」他2首。初春句 切紙 1 版物
210 飾り絊 さるのとし 連々 「好た事…」ほか和歌2首 切紙 1 版物、帯封あり

211 年のはしめ 丁未 春 （「久留米原三刈屋八平橋」） 松代女「地に下りる…」他和歌6首 切紙 1 204に同じ。版物、帯
封あり

212 〔和歌〕 申 はる 樹三「大木の…」他10句。初春句 切紙 1 版物
213 年のはしめ 丁未 春 （「久留米原三刈屋八平橋」） 松代女「地に下りる…」他6首 切紙 1 №204・211に同じ。版

物、帯封あり
214 辰のはる 辰 はる 木屑 「年礼や…」他和歌2首 切紙 1 版物、帯封あり
215 〔和歌〕 戌のとし 箕雪 「遠山に…」他2首 切紙 1 版物
216 〔和歌〕 戌のとし 東鶴ほか5名による「（春）」「（草木）」

「（暮）」の３題詠
切紙 1 版物

217 〔和歌〕 申 春 東翠（「久留米原三刈屋八平
橋」）

木屑「田に一人…」他2首。初春句 切紙 1 版物

218 1 〔覚（写）〕 寛文12 5 伊勢因播貞景 鞍の鑑定極札。黄金2枚5両 切紙 1
218 2 〔覚（写）〕 寛文12 5 伊勢因播貞景 218-1に同じ 継紙 1
218 3 〔覚（写ヵ）〕 「作之鞍」一背（梨地巴紋）の伝来書上 継紙 1
219 〔富士山図〕 水彩画 切紙 1
220 〔覚〕 天保3辰 3 下旬 百姓中 人別田畠畝数書上 紙 1 前欠
221 〔覚〕 〔近世〕 3 5 土産物書上 紙 1 前欠
222 注文 〔近世〕 「光房」「孝好」の印判注文 紙 1 後欠
223 〔包紙〕 〔近世〕 上書「安政四巳年十二月　捨子一件」 1
224 〔系図〕 外記家系図 紙 1 前欠
225 年賦金借用証 明治29 11 20 福岡県三井郡国分村大字東

久留米五百拾弐番地　債務
者　園田助夫、同県同郡同村
［　　］

金645円 紙 1 後欠

226 〔封筒〕 てい ・んさゐ 史料番号144の封筒か 封筒 1
227 〔書状〕 〔近世〕 竹処 養峰 三ノ丸方如何とも知れず 紙 1 後欠
228 〔岸家陪臣書上帳〕 〔近世〕 馬乗衆・行徳末次、倅鹿之助の禄高ほか 紙 1 前後欠、6枚1点
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